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様式第1号(第5条関係)

会 議 録

会 議 の 名 称 第１７回『びほろ』みらいまちづくり会議

開 催 日 時
平成２７年８月１２日（水）

１８時００分 開会  １８時３０分 閉会

開 催 場 所 しゃきっとプラザ 集団健診ホール

出 席 者 氏 名 別紙のとおり

欠 席 者 氏 名 別紙のとおり

事務局職員職氏名 別紙のとおり

議 題

１ 開 会

２ 基本構想素案について

３ 基本計画素案について

４ お礼の挨拶

５ 会長挨拶

６ 閉 会

会議の公開又は

非公開の別
公 開

非 公 開 の 理 由
(会議を非公開とした場合)

－

傍 聴 人 の 数
(会議を公開した場合)

2名（報道機関）

会議資料の名称

・レジュメ

・第６期美幌町総合計画基本構想素案

・第６期美幌町総合計画基本計画素案

会議録の作成方針

□録音テープを使用した全部記録

□録音テープを使用した要点記録

■要点記録

（別紙）
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

菅野会長

菅野会長

那須総合計画主幹

＜レジュメの次第に沿って進行＞

１ 開 会

時間になりましたので、これより、

第１７回『びほろ』みらいまちづくり会議を始めます。

前回の会議から１か月以上が経過しておりますが、どうぞよろしくお

願いいたします。

本日もお配りしておりますレジュメの次第に沿って進行してきたい

と思います。

それでは、開会に際しまして、本日の会議終了時刻を決めたいと思い

ます。本日の会議終了時刻は午後７時００分までにしたいと思います

が、ご異議ありますでしょうか。

＜異議なしの声あり＞

無いようですので、これから会議を始めます。

２ 基本構想素案について

それでは、次第の２番、基本構想素案についてです。事務局より説明

願います。

皆様お疲れ様でございます。説明の前に、今回の会議開催につきまし

ては、７月下旬頃の予定とご連絡しておりましたが、とりまとめの遅れ

から本日の開催となり申し訳ありませんでした。

それでは、先にお送りしております基本構想の素案についての説明を

いたします。

基本構想の素案については、今年４月２２日開催の第１２回『びほ

ろ』みらいまちづくり会議で一度配付し、説明をしておりました。その

際、人口推計及び目標値については、別途策定している美幌人口ビジョ

ンと整合を図る必要があるので、その箇所については、確定次第、加え

て完成させるとお話ししていたと思います。この度、１１年後の人口目

標値が決まりましたので、それについて説明をしたいと存じます。

１７ページをお開きください。内容は、人口の独自推計結果と目標値

を定めているものです。まず、独自推計結果は、第３回の会議や第１２

回の会議でも説明しておりますとおり、コーホート変化率法という、人

口の推移傾向を基に算出した数値となっております。推計では、平成

３７年の推計が１６，９２３人、平成４２年の推計が１５，２３０人と

なっております。この推計値は、何も対策を講じなかった場合にはこう

なりますという単純な推計値になりますが、これに対し目標人口は、別

に定める美幌人口ビジョンと整合性を図ることとしております。人口ビ

ジョンでは、総合戦略で人口減少に資する施策を実施することによっ

て、人口減少を少しでも食い止め、その結果、平成３８年度の目標人口

を１８，０００人としたところです。一番下段の表には、年齢３区分別

人口の割合を記載しています。以上がこのページの説明です。

表紙をめくり、目次をご覧下さい。基本構想素案については、人口目
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

那須総合計画主幹

菅野会長

菅野会長

那須総合計画主幹

標ページ以外は第１２回の会議で配付、説明しているものから変更はあ

りません。よって本日は他の箇所の説明は省略いたしますが、基本構想

は、ご覧のとおり計画の趣旨やまちの概要、取り巻く環境、意向調査結

果から始まり、まちづくり会議で議論しました町の課題、将来像、基本

目標と、先ほど説明しました人口指標で構成されています。

２ページをお開きください。上にピラミッドの図がありますが、この

基本構想の下に、後ほど説明します基本計画が並ぶこととなります。

以上簡単ですが、基本構想素案の説明です。

ただ今、事務局より「基本構想素案」について説明がありました。以

前説明のあった素案に、人口推計及び目標についてを追加したもので

す。全体を通じてでも構いませんが、何かご意見などありますでしょう

か。

（質疑なし）

後ほどお気づきになった点などあれば、随時事務局へお話しいただけ

ればと思います。

３ 基本計画素案について

続いて、次第の３番、基本計画の素案についてです。

事務局より説明願います。

基本計画については、そのほとんどがこのまちづくり会議で議論して

きました「基本計画検討シート」の内容を掲載しているものです。本日

は、内容の詳細についての説明はいたしませんが、予め申し上げますと、

この基本計画と先ほど説明しました基本構想は、今後、総合計画審議会

という機関で審議されます。それまでの間、今も役場庁内で、表現がわ

かりづらい言い回しの修正や字句等の訂正作業、また、用語解説の追加

などを行っています。審議会に配付する際には、内容としては、今ご覧

になっているものと大きく変わりませんが、少々変更となっていること

を、先ず持ってご容赦いただきたいと思います。併せて、本日以降であ

りましても、お気づきの点等ありましたら、随時事務局までお話しいた

だければと存じます。

前置きが長くなりましたが、本日は、基本計画の構成等を中心に説明

させていただきます。表紙を１枚めくると目次があります。基本計画は、

まちづくり会議の５つの部会ごとに設定した基本目標の下に施策を並

べております。基本目標１が、総務、２が民生、３が経済、４が建設、

５が教育となっております。基本計画検討シートの項目数と基本計画の

目次の項目数に違いがありますが、これは、項目をいくつかまとめたこ

とによるものです。例えば、総務部会で言えば、「陸上自衛隊美幌駐屯

地」「人権、男女共同参画」「住民自治、コミュニティ」「住民参加、協

働」「広報、広聴」の５項目を１－１、「町民との協働によるまちづくり」

にまとめておりますし、「交通安全」「防犯」は１－４、「地域の安全対

策の充実」にまとめております。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

那須総合計画主幹

右ページの１ページからは基本目標ごとの体系図を掲載しています。

６ページをお開きください。基本計画は、まちづくり会議の議論でも

使用しました基本計画検討シートに掲載の「現状と課題」から始まり、

７ページに掲載の、同じくシートに記載あった「基本的な考え方」があ

ります。ここまでは全項目共通事項です。

８ページをお開きください。グラフが載っていますが、これは昨年実

施した総合計画策定に係るまちづくりアンケートの結果のうち満足度

調査、これはまちづくり白書にも掲載されているものですが、その結果

を掲載しているものです。満足度については、目標値等の設定をしてお

りません。これは、総合計画の中期及び後期見直しの際に、同じ項目の

アンケートを実施し、その推移をみて、満足度が上がっているかどうか

を評価するものです。また、満足度調査は全項目で行っている訳ではな

く、例えば国内外交流などは行っておりませんので、掲載しておりませ

ん。グラフが掲載されていない項目は、満足度調査の項目になかった、

ということです。

となり９ページの一番上には、指標を掲載しています。これは、項目

ごとに、指標の内容と目標値を設定しています。これも総合計画の見直

し時に、実績を出して評価することとなります。また、目標値について

は、例えば、実質公債費比率など今年度策定する財政運営計画と整合を

図るものがあり、現時点でここに仮置きで掲載しているものもありま

す。それらについては、秋頃実施予定のパブリックコメント実施時まで

には確定しますのでご容赦いただきたいと思います。

続いて、下の施策ですが、施策は、基本計画検討シートで議論してき

たものに、町長マニフェストを追加した作りとなっています。町長マニ

フェストにつきましては、当初からお話しをさせていただいております

が、町の最上位計画である総合計画と首長のマニフェストとが、２つバ

ラバラの計画となってしまわないように、第６期総合計画からは総合計

画に反映させることとし、計画期間も町長の任期と併せることとしてお

ります。今回の土谷町長のマニフェストの中には、先にまちづくり会議

で議論していた項目もあり、それらがわかる表示にしております。マニ

フェストの掲載方法についてご説明します。まずは、１０ページをお開

きください。土谷町長のマニフェストは４１項目あり、うち２項目は今

年度完了予定ですので、３９項目を掲載しています。２段目のこの場合

は、施策の大項目の内容に相当していますので、この様にぶち抜きで掲

載しています。そして、マニフェストマークの表示と合わせ「新規」と

記載していますが、これは、まちづくり会議で議論していない項目、と

いう意味です。右の１１ページには、（１３）自衛隊駐屯部隊の充実整

備、とあり、マニフェストは、中項目の①から③なのですが、大項目で

まとめているものです。続いて、１４ページをお開きください。３段目

に④庁舎改築検討とありますが、これは先ほどの説明のとおり「新規」

の表示をしておりません。まちづくり会議でも同様の検討をしていた項

目です。 また、少しページが飛びますが、６１ページをお開きいただ

きたいと思います。上から３段目の農業後継者への支援について、これ

はかっこ書きとなっています、かっこ書きで掲載しているものは、その

一段上の一部、ということです。まちづくり会議での議論結果とマニフ

ェストが若干異なるものは上書きせず、また、新たに番号を付さないで

かっこ書きとしています。最後に１枚めくり、６３ページ。関連する計
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

那須総合計画主幹

菅野会長

林委員

高木教育部長

画とありますが、これは、各担当で所管している計画を掲載しているも

のです。現段階で来年度以降の策定が未確定のものは「予定」と表記し

ています。

第６期の基本計画はこのような構成となっております。皆様は本日お

持ちになっていないと思いますが、第５期総合計画との違いについて、

若干触れたいと思います。第５期では、施策ごとに課題を整理していま

したが、第６期では、その上の大きな項目ごとに課題を整理しておりま

す。また、施策の内容が解りやすいよう、施策ごとにその具体的な内容

を掲載しております。更には、検証を行うための指標を設け、関連する

個別計画も掲載しております。

第６期で目指しているのは、方向性や実施内容、またその背景をなる

べくわかりやすくし、最上位計画としての位置付けを明確にすることで

した。まちづくり会議の議論によって、目指すところにかなり近づけた

かと思います。

基本計画の説明は以上ですが、冒頭説明いたしましたとおり、内容の

詳細については本日ご説明いたしません。が、お気づきの点等ありまし

たら、随時事務局までお寄せ頂きたいと思います。繰り返しとなります

が、今字句の修正作業を別途行っておりますので、皆様のお手元にある

ものと審議会へ配付するものは異なる箇所があろうかと思いますが、大

きな内容の変更は致しませんのでご容赦ください。

また、実際の製本時には、デザインを変え、見栄えが良いものになり

ます。

まちづくり会議での議論は、本日で一区切りとなります。今後、審議

会、議会と議論の場が進み、翌４月から計画を実行することとなります。

最終的な総合計画については、まちづくり会議の皆様へお配りするこ

ととなりますが、またこのようにお集まりいただくかどうかなど、現在

検討中でございます。遅くとも３月にはご連絡を差し上げたいと思いま

す。

以上です。

ただ今、基本計画について説明がありました。

この基本計画をもって、諮問機関である総合計画審議会へ諮ってくと

のことです。

内容について、何かご意見はありますでしょうか。

Ｐ１００「（３）小中学校の教育内容の充実②体験型の学習によるふ

るさと教育やキャリア教育の充実」の説明で、外部講師を活用した土曜

事業とあるが、どのように実施する考えでしょうか。例えば、教員の出

勤についてはどのように整理するのでしょうか。

土曜授業の実施において課題が多くあることは認識しております。管

内の一部市町村で実施済みでもあり、本町ではどのような形で実施でき

るのか、また、「子ども達の土曜日の過ごし方」の“在り方”を検討し

ていきたいと考えています。現段階では、具体的に決定している事項は

ありません。

（質疑終了）
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

菅野会長

菅野会長

広島総務部長

菅野会長

事務局よりお話しのあったとおり、大枠や内容についての大幅な変更

はしないものの、字句や言い回しの訂正などは行っているとのことで

す。ですので、少々のことでもお気づきになった点は、随時事務局へお

話しいただければ、と思います。

４ お礼の挨拶

続いて、次第の４番、お礼の挨拶ということです。

よろしくお願いします。

本来であれば、町長又は副町長から委員の皆さまへ直接お礼申し上げ

るところですが、所用により出席がかないませんので、私の方から皆さ

まへお礼申し上げること、まずもってお許し頂ければと思います。

この『びほろ』みらいまちづくり会議は、町内の各種団体から推薦を

受けた３０名の委員と、一般公募の１０名の計４０名で、昨年の９月に

発足させて頂きました。以降、１１か月に渡り本日まで１７の会議を開

催し、委員の皆様に精力的に参加いただいた結果、定例的な会議にも関

わらず高い出席率となり、熱心な討議をいただいたことに感謝申し上げ

ます。

これだけ多くの町民が参加して総合計画の素案作り上げました。美幌

町では自治基本条例制定後、初めての総合計画策定となりましたが、条

例の主旨でもある町民主体で素案を作り上げることが出来ました。今ま

での美幌町総合計画とは異なり、委員の皆様のご意見或いは想いが詰ま

った素案になったと感じています。

今後は、総合計画審議会、パブコメ、議会へそれぞれとお諮りをして

いくこととなりますけれども、それぞれの場においても皆さまにつくり

あげていただいた素案が土台となります。どうか、今後におきましても

計画が最終的に完成するまで関心を持って頂き、色々な形でご意見など

をいただければと存じます。

皆さまが今日までの会議の中で思い描いた未来の美幌町の有るべき

姿について、真剣にそして熱く論議をいただいたこと、菅野会長を始め

委員の皆さまに改めましてお礼を申し上げます。

頂いたご意見や想いを常に胸に秘め、今後の美幌町づくりに邁進して

いきたいと思います。

５ 会長挨拶

続いて、次第の５番、会長挨拶です。

ただ今総務部長からもお話しがありましたが、『びほろ』みらいまち

づくり会議は、１７回もの会議を重ね、部会長を中心に真剣な議論を行

いました。心から感謝申し上げます。

従来の総合計画においての人口問題は、人口増加を目標とした議論が

多かったですが、第６期では人口減少社会を迎え１８，０００人を目標

としました。

今回の総合計画策定は、平成２３年に施行されました美幌町自治基本
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

菅野会長

菅野会長

菅野会長

条例に基づいて、町民４０名からなるこの会議が設置されたというご認

識をいただければと思います。

会長として、まとめは極めて不十分だったかと思います。その点につ

いてお詫びしながら、ご挨拶に代えさせていただきたいと思います。

６ 閉 会

本日予定されておりました議題については全て終了しましたが全体

を通して質疑などありますでしょうか。

（無しの声あり。）

皆さん、長期間にわたりお疲れ様でした。


